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平成　　年度１９ 決 算 報 告
　三豊市の平成１９年度決算がまとまり、議会の決算特別委員会で承認されました。皆さんに納めていただいた大切な
税金がどのように使われたのか、そのあらましをお知らせします。
　なお、詳しい内容は市ホームページをご覧ください。

一般会計

◆ 決算の状況

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引（A） 繰越財源（B） 実質収支（A－B）

２７５億５,５９９万６千円 ２６４億７,０６６万６千円 １０億８,５３３万円 ３億６,９３０万４千円 ７億１,６０２万６千円

注１）市民１人あたりの市税納付額は、市税負担の状況を客観的にとらえるために算出した数値であり、市税には法人などに  
　　　係る税も含まれますので、一般家庭の負担とは異なります。また、滞納繰越分は含めず算出しています。
注２）貯金（基金）は積立基金と定額運用基金の合計です。
※市民１人あたりの金額は平成２０年３月３１日現在の住民基本台帳人口７１,８４７人をもとに算出しています。

◆ 市の借金と貯金の状況

借金（市債）

貯金（基金）

平成１９年度末現在高 市民１人あたり現在高

２９１億４,３４５万６千円

８８億７,８９８万７千円

４０万６千円

１２万４千円 （注２）

歳 出
（目的別）

２６４億
７,０６６万６千円

４５億２,３１５万円

総務費 17.1％

６６億６,３０４万７千円

民生費 25.2％

２５億２,７４７万８千円

衛生費 9.6％

１３億２,２０６万１千円

農林水産業費 5.0％

２億９７１万５千円

商工費・労働費 0.8％

１５億７,２１１万５千円

土木費 5.9％

１１億１,６７７万６千円

消防費 4.2％

４７億４,３７１万１千円

教育費 17.9％

３４億９,００４万９千円

公債費 13.2％

１,０７９万９千円

災害復旧費・諸支出金 0.0％
２億９,１７６万５千円

議会費 1.1％

歳 入

２７５億
５,５９９万６千円

自主
財源

依存
財源

８億１,５６３万１千円
諸収入

９５億６,４３４万５千円

地方交付税

１３億８,１６９万３千円

財産収入・寄附金
繰入金・繰越金

８億２,７４１万５千円

分担金・負担金
使用料・手数料

４億７６６万８千円

地方譲与税 1.5％ ２０億１,２５０万円
市債 7.3％

８０億５,１２６万２千円

市税 29.2％

3.0％

3.0％

5.0％

34.7％

40.2％

59.8％

１７億３,６５８万円

国庫支出金 6.3％

１６億３,３４７万１千円

県支出金 5.9％

１１億２,５４３万１千円

各種交付金 4.1％

１１０億７,６００万１千円

１６４億７,９９９万５千円

１１万１千円
市民1人あたりの市税納付額

３６万８千円
市民1人あたりの支出額

（注1）

歳 出
（性質別）
２６４億

７,０６６万６千円

義務的経費

投資的経費

その他経費
46.9％

13.6％

39.5％
１２４億８３９万８千円

３５億８,４２３万１千円

１０４億７,８０３万７千円

人件費
６４億８,６８２万６千円

24.5％

扶助費
２４億３,１５２万３千円

9.2％

公債費
３４億９,００４万９千円

13.2％

普通建設事業費
３５億７,９５６万２千円

13.6％

物件費

３３億８,３４３万円

12.8％

維持補修費
２億１,８５６万円

0.8％

補助費等
３６億３,６７６万５千円

13.7％

積立金
６億８,０７２万８千円

2.6％

投資および
出資金・貸付金
１億４,３５５万７千円

0.5％

災害復旧事業費
４６６万９千円

0.0％

２４億１,４９９万７千円

9.1％繰出金



平成　　年度決算に基づく「健全化判断比率」および「資金不足比率」１９
　「健全化判断比率」および「資金不足比率」とは自治体財政の健全度を表す数値であり、平成１９年６月に定め
られた「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」により、平成２０年度から前年度の決算を
もとに算定したものを、監査委員に審査してもらい、議会へ報告したり市民の人々へ公表することが義務付けら
れました。

　三豊市の健全化判断比率は、国の定める基準を超える数値は
なく、財政状況は健全な状態にあると言えます。

特別会計

企業会計

会 計 名
決 算 の 状 況 平成１９年度末現在高

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引 借金（市債） 貯金（基金）

４,１２５万３千円

８４億８,７７２万２千円

１億９,３２８万円

９２億８,９５６万円

５５億３,１０３万２千円

８,８５７万５千円

１億６,４４９万１千円

３億２,３６４万７千円

５,３６０万３千円

２億６,５５３万５千円

４,１２５万３千円

８１億２９７万９千円

１億７,３７２万円

９４億５０６万１千円

５２億４,６７７万５千円

８,５０９万２千円

１億６,４４９万１千円

３億２,３６４万７千円

４,５２８万７千円

２億６,５５３万５千円

－　　　

３億８,４７４万３千円

１,９５６万円

▲１億１,５５０万１千円

２億８,４２５万７千円

３４８万３千円

－　　　

－　　　

８３１万６千円

－　　　

－　　　

　　－　　　

２億７,９６４万２千円

－　　　

　　－　　　

－　　　

１２億７,２７６万円

１２億７８１万１千円

　　－　　　

－　　　

－　　　

１１億４８４万６千円

１億２,４１３万６千円

－　　　

３億７,１８８万４千円

４,３００万円

－　　　

－　　　

１億９,４５２万３千円

－　　　

地域農産物利用
促進センター事業

国 民 健 康 保 険
診 療 所 事 業

浄化槽整備推進事業

国民健康保険事業

会 計 名
区　　分

収益的収支

収益的収支

資本的収支

資本的収支

収　　入 支　　出 収支差引額 借金（市債）

６１億５,７６７万１千円

１２億６,８８６万８千円

老 人 保 健 事 業

介 護 保 険 事 業

介護サービス事業

集 落 排 水 事 業

港 湾 整 備 事 業

土 地 造 成 事 業

水 道 事 業

病 院 事 業

健全化判断
比率の種類 早期健全

化 基 準
財政再生
基 準

比　率（％）

実質赤字比率

病 院 事 業

水 道 事 業

浄化槽整備推進事業

集 落 排 水 事 業

土 地 造 成 事 業

港 湾 整 備 事 業

連 結 実 質
赤 字 比 率

実質公債費
比 率

将来負担比率

備 考 備 考資金不足比率（％）
国の定める基準（経営
健全化基準）（％）

特別会計の名称

２０億９,２０５万１千円

３億８,７６１万２千円

３２億３,７４９万７千円

１億９,８９８万６千円

１３.４

７１.０

１２.５４

１７.５４

２０.０

２５.０

３５０.０

２０.００

４０.００

３５.０

－

－

１７億５,８２９万４千円

１３億２,８４５万９千円

３１億７,５６２万７千円

４億８,０２６万１千円

３億３,３７５万７千円

▲９億４,０８４万７千円

６,１８７万円

▲２億８,１２７万５千円

　三豊市の資金不足比率は、国の定める経営健全化基
準を超える特別会計はなく、公営企業の経営は健全な
状態にあると言えます。

国の定める基準（％）

－
（実質赤字
　な　　し）

（資金不足なし）

－
（資金不足なし）

－
（資金不足なし）

－
（資金不足なし）

－
（資金不足なし）

－
（資金不足なし）

－
（連結実質
　赤字なし）

一般会計等（普通会計）を対象
とした実質赤字の標準財政規模
に対する比率

公営企業ご
との資金不
足額の事業
の規模に対
する比率

全会計を対象とした実質赤字
（または資金の不足額）の標準
財政規模に対する比率

一般会計等（普通会計）が負担す
る元利償還金および準元利償還
金の標準財政規模に対する比率

一般会計等（普通会計）が将来
負担すべき実質的な負債の標準
財政規模に対する比率

※資本的収支の不足額は損益勘定留保資金などで補てんしました。

今後とも行財政改革を推進し、健全な財政運営に努めて参ります。

▲

問い合わせ　財政課　☎７３－３０１１

健全化判断比率 資金不足比率

平成１９年度末現在高決 算 の 状 況
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▲下高瀬小学校が改築されました

平成　　年度の市の予算は
このようなことに使われました

１９平成　　年度の市の予算は
このようなことに使われました

１９

◇コミュニティバス整備事業

◇文書館整備事業

◇渇水緊急対策事業

◇たくまシーマックス改修事業（外壁改修）

◇たからだの里改修事業（環の湯改修など）

◇参議院議員選挙費

８,４０３万９千円

４,４２５万５千円

２,３６０万６千円

１,９４４万１千円

４,３９０万円

３,１９８万６千円

◇重度心身障害者等医療費支給事業

◇高齢者福祉タクシー事業

◇地域介護・福祉空間整備等施設整備事業

◇出産祝金支給事業

◇乳幼児医療費支給事業

◇高瀬南部保育所改修事業

２億４,３０４万円

２,５１２万８千円

４,３００万円

１,４３０万円

１億５,５１８万５千円

２,３４５万１千円

◇合併浄化槽整備事業

◇予防接種事業

◇老人保健事業（健診など）

１億３,２７４万９千円

７,１４１万９千円

１億６,１５６万８千円

◇市道新設改良事業（拡幅・舗装など）

◇急傾斜地崩壊対策事業

◇港湾改修事業（しゅんせつ・護岸改修など）

７億８,６２７万２千円

７,０３３万２千円

２,６０８万１千円

◇消防設備整備事業（ポンプ車・指令車・可搬ポンプ）

◇消防施設整備事業（防火水槽）

◇洪水ハザードマップ作成事業

２,１１３万１千円

６０７万８千円

１,２４９万９千円

◇下高瀬小学校建設事業

◇高瀬中学校建設事業

◇学校ネットワーク整備事業

◇小中学校耐震化推進事業（耐震診断など）

◇放課後児童クラブ運営事業

◇幼稚園預かり保育事業

◇図書館電算化推進事業

◇宗吉瓦窯跡保存整備事業

９億１,８１８万７千円

１億４,２４０万８千円

４,７８９万１千円

２,６５４万５千円

４,２２５万３千円

３,８２７万４千円

３,９５１万２千円

９,２４４万７千円

◇フルーツ王国みとよ推進事業
（三豊ブランドの発掘・PR）

◇中山間地域等直接支払事業

◇園芸かがわ産地総合対策事業（農業用機械整備など）

◇土地改良事業（農道・ため池整備など）

◇県営中山間地域総合整備事業（水路・農道整備など）

◇県営一般農道整備事業

◇漁港改修事業（しゅんせつ・護岸改修など）

５８９万円

１億４０６万円

１,９７２万４千円

１億４,９７４万８千円

４,７６０万８千円

３,４５９万５千円

３,６９０万７千円

◇商工振興事業（商工会補助など）

◇観光振興事業（イベント補助など）

４,０８３万８千円

４,６１４万２千円

平成１９年度に実施した主な事

業や特徴的な事業を目的別の分

類によりご紹介します

総 務 費

民 生 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

衛 生 費

農林水産業費
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